
【公表様式】

建設工事等の契約の内容に係る情報の公表

※契約締結日の属する年度の次年度以降に、契約金額の変更を伴う契約の変更を行った案件について掲載しています。 発注機関：飛騨農林事務所

工事（委託）
番号

工事（業務）名 施工場所
工事（業務）

種別
契約の相手方の
商号又は名称

契約の相手方の住所
契約締結日

（変更契約締結日）
施工（履行）期間 契約金額（円） 工事（業務）概要 変更理由 変更回次

平成23年9月14日
平成23年9月14日～
平成24年3月21日

7,287,000

道路工　L=246.9m
　土工 1式
　凍上抑制層 194m3(厚25cm)
　側溝工 L=189m PU300A他
　その他付帯工 1式

－ 当初

平成24年4月27日
平成23年9月14日～
平成24年5月31日

7,332,150

道路工　L=246.9m
　土工 1式
　凍上抑制層 272m3(厚45cm)
　側溝工 L=193.3m PU300A他
　その他付帯工 1式

土工　　凍上抑制層を暫定断面としていたところ、完
成断面に変更したことによる事業費の増。
排水工　地元関係者との協議の結果不要となった
桝等の減。

2回目

平成23年10月3日
平成23年10月3日～
平成24年3月21日

24,465,000

荻町交流施設　L=175m
　側溝蓋　１式(600、400型)
　舗装工　A=971m2 厚5cm
　復旧工他 1式

－ 当初

平成24年5月18日
平成23年10月3日～
平成24年5月31日

24,272,850

荻町交流施設　L=175m
　側溝蓋　L=257.4m
　舗装工　A=971m2 L=175m
　復旧工他 1式

側溝工において、地元要望による流雪用グレーチン
グの増設分を白川村が設置したことによる木製コン
クリート蓋の設置枚数の減。・撤去する既設アスファ
ルト厚が想定より厚かったことによる処分量の増。

2回目

平成24年3月27日
平成24年3月27日～
平成24年7月31日

9,712,500

荻町交流施設
　側溝工　側溝蓋設置　L=174.7m
　舗装工　取付舗装 1式
　復旧工　舗装復旧他 1式

－ 当初

平成24年7月17日
平成24年3月27日～
平成24年7月31日

10,472,700

荻町交流施設
　側溝工　側溝蓋設置　L=188.9m
　舗装工　取付舗装 1式
　復旧工　舗装復旧他 1式

側溝工について、工事始点付近に民地への進入箇
所があり、地権者の利便性を考慮し、工事始点を延
伸したことによる延長の増。

1回目

平成24年3月27日
平成24年3月27日～
平成24年8月31日

14,385,000

農道工事　L=487m 幅員4.0m
　土工 L=470m
　舗装工 A-1,750m2 表層 厚4cm 路盤 厚9cm
　排水工 PU300A型他 1式
　付帯工 1式

－ 当初

平成24年8月21日
平成24年3月27日～
平成24年8月31日

14,999,250

農道工事　L=487m 幅員4.0m
　土工 L=470m
　舗装工 A-1,750m2 表層 厚4cm 路盤 厚9cm
　排水工 PU300A型他 1式
　付帯工 1式

NO.35付近の採草エリアの受益者より次の刈取り作
業に支障を来たさないよう工事を進めることについ
て要請があったため、横断暗渠の施工と舗装延長を
増工する。

1回目

平成24年3月27日
平成24年3月27日～
平成24年11月30日

9,471,000

用水路工　L=255.9m
　水路工　L=232.2ｍ　PU-300B他
　桝工　17ヶ所
　付帯工 各筆排水他 1式
　架設工 仮用水路他 1式

－ 当初

平成24年11月20日
平成24年3月27日～
平成24年12月14日

9,999,150

用水路工　L=278.5m
　水路工　L=253.8ｍ　PU-300B他
　桝工　17ヶ所
　付帯工 各筆排水他 1式
　架設工 仮用水路他 1式

老朽化による損傷が著しいことが判明した箇所につ
いて早急に改良が必要なため追加施工する。また、
増工に伴い工期を１４日間延長する。

1回目

平成24年3月27日
平成24年3月27日～
平成24年11月30日

15,227,310

排水路工 L=54.2m
　水路工 L=40m L型水路 H1200×B2300
　暗渠工 L=12m 函渠工 H1700×B2300
　階段工 1ヶ所　L=2.2m
　付帯工 耕地復旧、舗装復旧他 1式
　仮設工 仮排水工 1式

－ 当初

平成24年11月20日
平成24年3月27日～
平成24年11月30日

16,692,900

排水路工 L=54.2m
　水路工 L=40m L型水路 H1200×B2300
　暗渠工 L=12m 函渠工 H1700×B2300
　階段工 1ヶ所　L=2.2m
　付帯工 耕地復旧、舗装復旧他 1式
　仮設工 仮排水工 1式

暗渠工の支持地盤が想定より浅い位置で確認でき
たことにより良質土置換え量の減。隣接する県道へ
床掘による堀ゆるみが生じやすい条件であったこと
から県道の舗装復旧を計上する。公安・道路管理者
との協議の結果道路安全施設を追加施行する。

1回目

飛中第11号
県営中山間地域総合
整備事業　古川地区
中田排水路第5号工事

飛騨市古川町下野地
内

土木一式 (株)谷上組
飛騨市古川町貴船町
14-29

飛中第10号
県営中山間地域総合
整備事業　古川地区
細野用水路工事

飛騨市古川町黒内地
内

土木一式 (有)中村工務店
飛騨市古川町朝開町
1206-2

飛中第９号

県営中山間地域総合
整備事業　南高山地区
西洞・宮之前農道第２
期工事

高山市朝日町西洞地
内

土木一式 (有)フル永建設
高山市朝日町万石
493-1

飛中第８号

県営中山間地域総合
整備事業　白川地区
荻町交流施設第3期工
事

大野郡白川村荻町 土木一式 飯島建設(株)
大野郡白川村大字飯
島39

飛中第５号

県営中山間地域総合
整備事業　白川地区
荻町交流施設第2期工
事

大野郡白川村荻町 土木一式 (株)田口建設
大野郡白川村大字平
瀬字下川原412番地17

飛中第３号
県営中山間地域総合
整備事業　南高山地区
西洞・宮之前農道工事

高山市朝日町西洞地
内

土木一式 (株)朝日産業 高山市朝日町甲１４６７
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平成23年12月12日
平成23年12月12日～

平成24年3月26日
19,196,100

道路舗装工　L=558m
　表層工　A=3,785m2
　上層路盤工 A=3,743m2
　付帯工 1式

－ 当初

平成24年4月23日
平成23年12月12日～

平成24年5月31日
19,440,750

道路舗装工　L=558m
　表層工　A=3,782m2
　上層路盤工 A=3,741m2
　付帯工 1式

現地再調査の結果、通行車両の安全確保のため、
曲線部に視線誘導標を追加施工することによる増。
県道交差点における区画線設置について、公安委
員会との現地立会による精査の結果、延長の減。

2回目

平成23年6月20日
平成23年6月20日～
平成24年1月20日

41,790,000
No.1谷止工(コ) 186.3m3
No.2谷止工(コ）317.3m3
No.3谷止工(コ）258.8m3

－ 当初

平成23年7月27日
平成23年6月20日～
平成24年1月20日

40,131,000
No.1谷止工(コ) 186.3m3
No.2谷止工(コ）317.3m3
No.3谷止工(コ）258.8m3

今回契約した、飛治公第1101号と、現在施工中の飛
治公第1020号公共復旧治山工事とは、近接してい
るので、両工事の合算額により、現場管理費、一般
管理費等を積算する。

1回目

平成24年5月30日
平成23年6月20日～

平成24年6月8日
41,513,850

No.1谷止工(コ) 189.0m3
No.2谷止工(コ) 321.9m3
No.3谷止工(コ）268.6m3

床堀の結果、土質の変更により間詰コンクリートを
袖囲ブロック積に変更。それに伴い堤底部延長の
増。

4回目

平成23年9月12日
平成23年9月12日～
平成24年3月20日

83,475,000 谷止工　L=41.5m　H=10.0m　V=1,439.9m3 － 当初

平成24年6月19日
平成23年9月12日～
平成24年6月29日

85,272,600 谷止工　L=41.5m　H=10.0m　V=1,439.9m3

起工測量及び掘削の結果、地山線及び岩盤線が当
初設計と相違があったため土量を変更。
現場発生土を有効利用するため、かごマットをカゴ
枠に変更。
床掘掘削斜面保護のため丸太筋工を追加。
軟弱地盤でクレーン車の進入が困難であるため仮
設作業道を追加。
木株処理数量が当初設計と相違があったため変
更。

3回目

平成23年9月12日
平成23年9月12日～
平成24年3月27日

58,740,517

山腹工
　補強土工(ロックボルト)　N=319本
　法枠工(現場吹付)　A=1,276.0m2 L=1,180.0m
　植生工(厚層基材吹付t=5cm)A=306.7m2
　水路工(コンクリート吹付)L=28.2m(A=125.2m2)

－ 当初

平成24年8月1日
平成23年9月12日～
平成24年8月15日

63,405,300

山腹工
　補強土工(ロックボルト)　N=324本
　法枠工(現場吹付)　A=1,263.4m2 L=1,198.1m
　植生工(厚層基材吹付t=5cm)A=341.5m2
　水路工(コンクリート吹付)L=20.8m(A=80.3m2)

・凍結融解等により設計図書と現場状況に差異が生
じたことにより、設計検討を行うため技術管理費を計
上したい。また、この結果に基づき法枠工及び切土
補強土工の数量を変更したい。
・法枠工下部と水路工との間について、湧水による
洗掘防止を図るため、モルタル吹付を施工したい。
・凍結融解に伴う拡大崩壊の防止及び法枠工施工
時の落石防止のため、仮設モルタル吹付を施工した
い。

3回目

飛治公第1111
号

公共復旧治山工事
高山市奥飛騨温泉郷
平湯字長谷山地内

とび・土工一式
ライト工業(株)　岐阜営
業所

岐阜市茜部菱野1丁目
65番地2

飛治公第1106
号

公共復旧治山工事
高山市国府町桐谷柚ヶ
洞地内

土木一式 川端土建(株) 高山市国府町鶴巣707

土木一式
飛治公第1101

号
公共復旧治山工事

飛騨市河合町小無雁
向中沢上地内

(株)清水建設 飛騨市河合町角川567

飛農第５号
県営基幹農道整備事
業　古川南部3期地区
第4号道路工事

飛騨市古川町中野・下
野地内

舗装 (株)サンロード
飛騨市古川町袈裟丸
1249
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平成23年9月28日
平成23年9月28日～
平成24年3月27日

23,400,982

法枠工 L=105.6m アンカー工 A=243.8m2 N=16本
実播工(植生基材吹付工)  A=668.7m2
水路工(生コン)  L=52.4m
暗渠工(集水管) L=52.2m

－ 当初

平成24年8月21日
平成23年9月28日～
平成24年9月28日

27,678,000

法枠工 L=105.2m アンカー工 A=244.5m2 N=16本
実播工(植生基材吹付工)  A=1,090.37m2
水路工(生コン)  L=58.1m
暗渠工(集水管) L=57.4m

・Ｎｏ．１帯工は落差があり水叩き部分は土質が洗掘
されやすいため水路（コンクリート）を施工し、その両
側法面は降雨等により浸食され土砂が水路等へ流
出する恐れがあるため伏工（植生マット）により保護
したい。
・精査の結果、アンカー工の足場空体積の減、岩盤
クラック充填工の減。
・仮設大型土嚢の処分費計上。

3回目

平成23年10月17日
平成23年10月17日～

平成24年3月21日
33,600,000

No.8谷止工(コ)　V=136.5m3
No.9谷止工(コ)  V=182.2m3
No.10谷止工(コ)  V=157.7m3

－ 当初

平成24年7月20日
平成23年10月17日～

平成24年7月31日
34,735,050

No.8谷止工(コ)　V=136.5m3
No.9谷止工(コ)  V=178.5m3
No.10谷止工(コ)  V=157.7m3

・谷止工Ｎｏ．８及びＮｏ．９について床堀の結果岩が
出現したため一部袖囲ブロック積を間詰コンクリート
に変更。それに伴い堤底部延長の減。
・谷止工Ｎｏ．９及びＮｏ．１０の袖囲ブロック積につい
て地山すりつけにより面積の変更。
・作業道法面保護工について、コンクリート吹付部の
法頭が凍上により不安定となったため整形した結果
吹付面積の増。植生基材吹付工について、コンク
リート吹付部に植生が見込まれる部分の面積増。

3回目

平成23年10月11日
平成23年10月11日～

平成24年3月27日
25,200,000

No.5谷止工(コ) V=170.0m3
No.6谷止工(コ) V=166.1m3

－ 当初

平成24年7月6日
平成23年10月17日～

平成24年8月31日
23,215,500

No.5谷止工(コ) V=170.0m3
No.6谷止工(コ) V=166.1m3

・No.6谷止工床堀中に崩落が発生いｓたため、安全
確保と崩壊拡大防止のため仮設モルタル工等を施
工する。

3回目

平成24年9月7日
平成23年10月17日～

平成24年9月14日
23,722,650

No.5谷止工(コ) V=170.0m3
No.6谷止工(コ) V=166.1m3

・植生基材吹付工について、床堀の結果硬度等検
討の結果厚５ｃｍを３ｃｍに変更。
・Ｎｏ．５谷止工床堀中に崩落が発生したため、安全
確保と崩落拡大防止のため仮設モルタルを新設。
・Ｎｏ．５谷止工袖囲は床堀中の崩壊により現地に合
わせ形状変更。
・任意仮設作業道は全て撤去する計画であったが、
次年度以降の山腹工に使用する部分を除いた撤去
に変更。

5回目

平成23年10月17日
平成23年10月17日～

平成24年3月27日
33,600,000

土留工(ブロック) N=6基 A=156.5m2 法切工 V=30m3
水路工(植生土のう) L=81.1m
実播工(植生基材吹付) A=2,364.4m2
植栽工(ヤマハンノキ) N=356本　筋工(丸太) L=356.5m

－ 当初

平成24年8月24日
平成23年10月17日～
平成24年9月201日

34,735,050

土留工(ブロック) N=6基 A=155.2m2 法切工 V=33m3
水路工(植生土のう) L=80.6m
実播工(植生基材吹付) A=2,333.9m2
植栽工(ヤマハンノキ) N=396本　筋工(丸太) L=395.9m

・植生基材吹付工について、Ｎｏ．１土留工下方左側
からＮｏ．３土留工右側にかけて斜面整地の結果硬
度の高い土砂が出現したため吹き付け厚３ｃｍを５ｃ
ｍに変更。
・Ｎｏ．２～Ｎｏ．３土留工間右側斜面は基盤が岩（軟
岩１Ａ）のため筋工の木杭を鉄筋に変更。
・残土処理場について、神岡町阿曽保地内の処理
場がＨ２３年度で閉鎖されたため数河地内の処理場
に変更。

3回目

平成24年3月7日
平成24年3月7日～
平成24年9月20日

16,728,285
山腹工
　簡易吹付法枠工　A=425.8m2

－ 当初

平成24年6月15日
平成24年3月7日～
平成24年9月20日

16,701,300
山腹工
　簡易吹付法枠工　A=425.8m2

・モルタル吹付を高揚程から、法面の途中に作業
ヤードを組むことで一般吹付で施工可能となめ、減

1回目

平成24年8月21日
平成24年3月7日～
平成24年9月20日

16,538,550
山腹工
　簡易吹付法枠工　A=907.7m2

・モルタル吹付機の作業ヤードが現地精査の結果体
積の減。
・法枠工（水路部）について現地の地形に合わせ面
積の増、その分法枠工（植生基材部）の減。

2回目

飛治公第1116
号

公共復旧治山工事
大野郡白川村荻町木
滝2地内

とび・土工一式 ひだ緑化土木(株)
高山市西之一色町3-
1758-1

飛治公第1115
号

公共予防治山工事
飛騨市神岡町小萱坂
山地内

土木一式 加藤土木(株)
飛騨市神岡町船津
1999番地

飛治公第1114
号

公共予防治山工事
飛騨市河合町稲越葛
牧洞地内

土木一式 (業)高登建設
飛騨市河合町角川198
番地の1

飛治公第1113
号

公共地域防災対策総
合治山工事

飛騨市畦畑木落地内 土木一式 (有)川勝興業
飛騨市神岡町野首99-
1

飛治公第1112
号

公共復旧治山工事
飛騨市宮川町塩屋洞2
地内

とび・土工一式 大山土木(株) 高山市上岡本町3-410
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平成24年3月26日
平成24年3月26日～
平成24年6月20日

13,219,342
吹付工(コンクリート) A=656.0m2
水路工(コンクリート) L=56.6m

－ 当初

平成24年7月17日
平成24年3月26日～
平成24年7月31日

13,392,750
吹付工(コンクリート) A=569.6m2
水路工(コンクリート) L=52.7m
実播工(植生基材吹付) A=136.7m2

・現地精査の結果、斜面上部の一部について緑化
が期待できるため、実播工（植生基材吹付）を施工し
たい。これに伴い、吹付工（コンクリート）施工面積を
減したい。
・現地精査の結果、水路工延長を減したい。なお、
隣接斜面の湧水を導水する必要が生じたため、施
工面積について増したい。

2回目

平成24年3月7日
平成23年11月16日～

平成24年2月20日
6,258,000 流路工 L=15.7m － 当初

平成24年3月16日
平成23年11月16日～

平成24年4月20日
5,873,700 流路工 L=15.7m 既設袖囲の取壊数量減による減 2回目

平成24年8月21日
平成23年11月16日～

平成24年4月20日
5,688,900 流路工 L=15.7m

・設計残土量と搬出残土量を比較した結果、搬出残
土量が少なかったため残土量を変更。
・むしろ伏工予定箇所のうち勾配の緩い箇所につい
て、種子吹付工に変更。

3回目

飛治県第1110
号

県単治山工事
高山市松之木町錦山
地内

土木一式 (有)中家組 高山市岩井町427-2

飛治公第1117
号

公共復旧治山工事
高山市奥飛騨温泉郷
平湯字長谷山2地内

とび・土工一式 ひだ緑化土木(株)
高山市西之一色町3-
1758-1
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